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研究成果概要 

日印共同実験GRAPES-3と明野観測所のミューオン検出器を用いた連携観測により、約100

 GeV領域における宇宙線の強度変動と異方性の測定、宇宙線の突発現象の検出を目指す。

本研究により、宇宙磁場中における宇宙線の流れについて理解が深まり、宇宙線の伝播機構

解明の手掛かりが得られると考えている。また、高い統計精度による同時多方向観測による新

たな宇宙天気観測の手法の確立に挑戦する。 

2018年度は、明野観測所において以下の作業をおこなった。 

１． 9月 20日～22日：M1 DAQ＆データサーバの回収（故障による）と M8 データサーバのハ

ードディスクの回収（故障による）をおこなった。 

２．10月 4日～ 7日：M5の比例計数管の PHAを計測。実験棟内に一次解析環境を整備。 

３．10月 18日～22日：M5の比例計数管の PHAを計測。 

４．11月 8日～11日：M5の比例計数管の PHAを計測。M1 とM8のデータサーバのハードデ

ィスクを交換。M1に UPSを設置。 

５．11月 17日～18日：M5の全比例計数管の PWA計測（200本）が完了。 

６．12 月 6日～ 8日：M1, M5, M8 の比例計数管の信号の時定数を測定。M8のアンプ・ディ

スクリ用低圧電源の交換。 

これら作業に伴い、大嶋が 6回、田中（＋学生）が 5回、柴田（＋学生）が 1回、小島が 1回、

明野観測所に出張した。これにより、M1、M5、M8 で観測を再開することができた。本研究に関

連する成果は、日本物理学会をはじめ関連学会で発表し、学術論文として公表している。 
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